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Abstract
　The purpose of the present study was to examine the relations between self-
management practices leading to the attainment of basic social skills and learning 
activities of undergraduate students. Undergraduate students（N=66）attending an 
“educational methodology” course at a Japanese private university, completed a 
questionnaire concerning their behavioral intentions concerning self-management 
they felt led to gaining basic social skills. The results indicated that “preventive self-
management”, which was one of the four subscales concerning behavioral intentions in 
self-management and basic social skills acquisition, was positively correlated with the 
number of times classes were attended and scores on a cource-contents recognition test.
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対象者のデータを含む私立大学生711名を対象に，2013年 4 月から2016年 4 月までの期間
に集められたデータの因子分析（西口他，未公刊）を通じて開発されたものであった。ま
た同尺度は，全26項目からなる 4 つの下位尺度で構成されたものであった（Table 1）。調
査対象者には，各項目に対して，「ひじょうにあてはまる（ 5 点）」から「全くあてはまら





































































































たすべての受講者から応諾を得ることができた。この質問紙を実施したのは 2015 年 10
月であった。その後，７コマ目の授業において，賛否両論図に基づくコミュニケーシ
ョンの実践を行った。当日の受講者である調査対象者の個人用の賛否両論図を回収し
た。この実施時期は，2015 年 11 月であった。さらに，マークシートによる授業内容に



























って，上位概念と位置づけられる法則を最大 2 個導き，さらにその法則から，Figure 2の
アからエ以外の新たな言語表現を演繹的推論で導くという論理的思考を伴う活動を求めら






ことに活用されたとされる賛否両論図内のプラス面とマイナス面の記述数（ 0 ～ 8 個の範


































　次に， 4 つの下位尺度間の相関係数を算出した（Table 2）。相関係数は，r =.52 ～ .78の









出席回数と，授業内容の再認テストの得点との間では r =.86 で，有意な正の相関係数
（p <.01）を示した。また，授業中での論理的思考を伴う活動と，全授業回に関する




















.64 ** .25 * .31 *



















 本研究で扱った，授業での学習活動に関する変数間の 連を確認するために 相関
係数を算出した。授業中での論理的思考を伴う活動の指標 ある２つ 変数間は，r 
=.64 で有意な正の相関係数（p <.01）を示した。全授業回に関する活動の指標である，
出席回数と，授業内容の再認テストの得点との間では r =.86 で，有意な正の相関係数
（p <.01）を示した。また，授業中での論理的思考を伴う活動と，全授業回に関する




















.64 ** .25 * .31 *











































ころ，予防マネジメントと出席回数との間で r =.25，および, 予防マネジメントと授業


































開発マネジメント -.01 .23 .15 .18
予防マネジメント -.01 .17 .25 * .26 *
回復マネジメント .04 .17 .01 .13
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